
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������

００９９国国民民春春闘闘
討討 論論 集集 会会

自
治
労
道
本
部
は
１
月
８
日
、
自
治
労
会
館
で
２
０
０
９
国
民
春
闘
討
論
集
会
を
開

き
１
２
７
単
組
・
総
支
部
２
７
９
人
（
女
性
４２
人
、
１５
％
）
が
参
加
し
た
。
例
年
の
分

科
会
方
式
を
学
習
会
方
式
で
試
行
。
労
働
基
本
権
の
一
部
で
あ
る
協
約
締
結
権
付
与
が

迫
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
を
深
め
た
。

今
春
闘
は
、
８
年
ぶ
り
の

賃
上
げ
と
雇
用
が
焦
点
。

あ
い
さ
つ
で
、
木
村
副
委

員
長
は
、
自
治
体
・
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
と
り
ま
く
情
勢
に

つ
い
て
「
厳
し
さ
が
増
し
、

賃
金
合
理
化
提
案
が
相
次
い

で
い
る
。
道
本
部
は
、
地
方

本
部
、
単
組
と
さ
ら
に
連
携

を
強
め
た
た
か
っ
て
い
く
」

と
述
べ
、「
こ
の
自
治
体
財
政

の
危
機
は
、
１
自
治
体
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。

国
と
地
方
の
税
財
源
の
問
題

を
は
じ
め
と
し
て
、
政
治
の

変
革
な
く
し
て
あ
り
え
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
織

内
の
北
海
道
７
区
・
仲
野
ひ

ろ
子
、
８
区
・
逢
坂
誠
二
、

推
薦
候
補
の
完
勝
と
政
権
交

代
を
実
現
さ
せ
る
年
に
し
た

い
」
と
強
調
し
た
。

基
本
原
則
は
自
治
体
交
渉

自
治
労
本
部
・
江
崎
労
働

局
長
が
「
公
務
員
制
度
改
革

（
協
約
締
結
権
）
お
よ
び
自

治
労
春
闘
方
針
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

江
崎
局
長
は
、
公
務
員
制

度
改
革
の
経
過
を
説
明
し
、

人
勧
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
労

働
基
本
権
の
一
部
、
協
約
締

結
権
が
付
与
さ
れ
た
時
、基

本
原
則
�
自
治
体
労
使
交
渉

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

各
単
組
が
交
渉
力
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

道
本
部
提
起
は
、
櫛
部
賃

金
労
働
部
長
が
２
０
０
８
秋

期
闘
争
総
括
と
２
０
０
９
当

初
予
算
闘
争
方
針
。
学
習
会

と
し
て
、
国
民
春
闘
の
歴
史

と
意
義
を
ふ
り
返
り
、
道
本

部
２
０
０
９
国
民
春
闘
方
針

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
つ
い
て
、
総
合
研

究
室
・
酒
井
事
務
局
長
が
、

組
合
員
の
生
活
や
意
識
の
変

化
な
ど
を
説
明
し
、
コ
メ
ン

ト
欄
の
意
見
に
つ
い
て
、
道

本
部
内
で
学
習
会
を
行
い
組

織
強
化
に
役
だ
て
て
い
き
た

い
と
し
た
。
ま
た
賃
金
要
求

額
に
つ
い
て
自
治
労
本
部
に

意
見
反
映
す
る
と
話
し
た
。

派
遣
労
働
者
を
め
ぐ
る
た
た
か
い

２
日
目
は
、
２
つ
の
学
習

会
が
行
わ
れ
た
。

１
つ
目
は
、
講
師
に
兵
庫

県
尼
崎
市
の
労
働
組
合
・
武

庫
川
（
む
こ
が
わ
）
ユ
ニ
オ

ン
・
小
西
書
記
長
を
迎
え
、

尼
崎
市
役
所
で
働
く
派
遣
労

働
者
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
に

つ
い
て
学
ん
だ
。「
人
間
を
入

札
す
る
な
」
と
、
市
側
と
交

渉
し
た
の
を
き
っ
か
け
で
公

契
約
条
例
の
制
定
に
む
け
た

運
動
が
始
ま
り
、
全
国
初
の

公
契
約
条
例
案
の
議
員
提
出

に
つ
な
が
っ
た
。

２
つ
目
は
、
自
治
労
本

部
・
中
島
健
康
福
祉
局
長
が

「
な
ぜ
男
女
平
等
産
別
統
一

闘
争
を
取
り
組
む
か
」
を
テ

ー
マ
に
「
必
ず
成
果
の
出
る

取
り
組
み
。
要
求
の
根
拠
を

具
体
的
に
示
し
、
実
施
状
況

を
定
期
的
に
点
検
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

具
体
的
と
り
組
み
と
要
求
書
提
出

集
約
で
、
木
村
副
委
員
長

は
「
各
地
本
、単
組
、総
支
部

が
１
つ
の
企
画
を
打
ち
立

て
、
男
女
平
等
産
別
統
一
闘

争
と
と
も
に
具
体
的
に
取
り

組
み
、
必
ず
要
求
書
を
出
そ

う
」
と
述
べ
、「
た
た
か
い
の

情
報
を
共
有
し
、
連
携
を
強

め
よ
う
」
と
強
調
し
た
。

講
演
の
詳
細
は
、
道
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
は
目
の
前

単
組
の
交
渉
力
強
め
よ
う

前市長の辞任に伴う北見市長選は、２００８年１２月２１日に投開票が行われ
た。春闘討論集会で組織内前道議・小谷つねひこさんが初当選したこと
を報告する北見市労連・森谷委員長。短期決戦での組合員の奮闘や、全
道各地からの支援に対して感謝の言葉を述べた＝１月８日、自治労会館

２０
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
式
。「
歴

史
的
な
瞬
間
、
私
た
ち
は
そ
の
場
に
い

た
い
」
と
熱
い
ア
メ
リ
カ
国
民
。
世
界

は
ド
ン
ド
ン
変
革
、
日
本
は
ズ
ル
ズ
ル

自
民
党
政
権
。「
支
持
率
下
が
っ
て
も
気

に
す
る
も
ん
か
！
だ
っ
て
僕
は
総
理
大

臣
」
任
期
満
了
ま
で
ま
っ
し
ぐ
ら
。

海
の
向
こ
う
の
ガ
ザ
で
は
、
大
人
た

ち
の
戦
争
で
、
無
邪
気
な
子
ど
も
た
ち

が
殺
害
さ
れ
、
約
１０
万
人
が
家
を
な
く

し
て
い
る
と
い
う
。今
や
ア
ト
フ
ァ
ル

ナ
ろ
う
学
校
関
係
者
の
多
く
と
連
絡
が

と
れ
な
い
状
況
だ
と
い
う
。攻
撃
が
攻

撃
を
生
む
無
意
味
な
戦
争
は
や
め
よ
う

１２
月
３０
日
に
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
に
よ

り
、
国
連
に
よ
る
と
１
月
１８
日
ま

で
の
死
者
は
１
３
０
０
人
。
そ
の

３２
％
の
４
１
０
人
が
子
ど
も
た

ち
、
８
％
の
１
０
４
人
が
女
性
で

す
。ま
た
、５
３
０
０
人
の
負
傷
者

の
う
ち
１
８
５
５
人
（
３５
％
）
が

子
ど
も
、
１５
％
の
７
９
５
人
が
女

性
で
す
。

皆
さ
ま
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
「
ア
ト
フ
ァ
ル
ナ
ろ
う
学

校
」
に
は
、
３
歳
か
ら
１５
歳
の
３

０
０
人
の
生
徒
、
職
業
訓
練
に
よ

っ
て
自
立
を
め
ざ
す
若
い
障
害
者

７０
人
と
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま

す
。
学
校
は
い
ま
爆
撃
が
ひ
ど
く

て
休
校
中
で
す
が
、
隣
の
ビ
ル
に

も
爆
弾
が
落
ち
た
た
め
に
校
舎
が

損
壊
し
、
窓
ガ
ラ
ス
は
す
べ
て
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
上
戦
も
始

ま
り
、
逃
げ
場
の
な
い
ガ
ザ
で
、

聴
覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

安
否
が
心
配
で
す
。

ガ
ザ
は
、
１
年
半
以
上
に
渡
っ

て
「
天
井
の
な
い
牢
獄
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
厳
し
い
封
鎖
状
態
に
置

か
れ
、
食
料
、
医
薬
品
、
燃
料
が

欠
乏
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
軍
事

侵
攻
が
１
日
も
早
く
終
わ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
生
命
が
こ
れ
以
上
失

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
日
本
社
会
も

停
戦
と
封
鎖
解
除
に
向
け
て
積
極

的
に
動
き
ま
し
ょ
う
。「
反
テ
ロ
」

と
い
う
名
目
の
こ
う
し
た
軍
事
侵

攻
を
放
置
す
る
と
、
中
東
も
世
界

も
ま
す
ま
す
混
乱
し
、
対
立
が
深

ま
る
だ
け
な
の
で
す
。

ま
た
爆
撃
と
封
鎖
に
よ
る
飢
え

や
、
寒
さ
に
震
え
る
人
口
の
過
半

数
を
占
め
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
、
支
援
活
動
へ
の
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
天
井
の
な
い
牢
獄
」ガ
ザ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
レ
ス
チ
ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
長

田
中

好
子

朔 風

地公三者

生活と職場を守る！ ０９

１
月
闘
争

１
月
２８
日

１
時
間
ス
ト

地
公
三
者（
全
道
庁
・
北
教
組
・

自
治
労
道
本
部
）は
、勤
務
時
間
短

縮
な
ど
賃
金
確
定
闘
争
の
継
続
課

題
に
つ
い
て
、昨
年
末
１２
月
１７
日

の
副
知
事
交
渉
で「
申
し
入
れ
」を

行
い
、具
体
的
な
折
衝
に
入
っ
て

い
る
。そ
の
中
で
も
、独
自
削
減
の

停
止
・
圧
縮
問
題
に
関
し
て
財
政

的
な
側
面
か
ら
の
説
明
を
求
め
、

そ
の
責
任
を
強
く
求
め
て
い
る
。

１
月
２８
日
の
山
場
に
向
け
て
、

０９
当
初
予
算
・
機
構
改
革
・
賃
金

継
続
課
題
と
一
体
的
な
取
り
組
み

を
強
め
る
。

1月27日12：20～ 全道総決起集会
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「
生
活
苦
し
い
」３
年
連
続
７
割
台

「「
生生
活活
苦苦
しし
いい
」」３３
年年
連連
続続
７７
割割
台台

組
合
員
の
気
持
は
ど
う
だ
っ
た
？

道
本
部
の
「
２
０
０
９
国
民
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
本

号
は
特
集
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
詳
し
い
報
告
書
は
、
す
で
に
１
月
８
日
～
９

日
に
開
催
し
た
道
本
部
春
闘
討
論
集
会
で
配
布
し
、
各
単
組
に
も
送
付
済
み
。
道
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
↓「
総
合
研
究
室
」に
掲
載
し
て
い
る
。

組
合
員
の
５７
・
８
％
が
回
答

回
収
状
況
は
、
２
４
１
単

組
・
総

支

部

中
１
７
９
単

組
・
総
支
部
（
昨
年
は
２
３

６
単
組
・
総
支

部

中
１
７

７
）、昨
年
よ
り
２
単
組
増
え

た
。
組
合
員
数
で
は
、
全
組

合
員
６
万
１
、
８
５
１
人
中

３
万
５
、
７
３
５
人
（
５７
・

８
％
、
昨
年
よ
り
２
・
８
％

ア
ッ
プ
）。春
闘
の
取
り
組
み

や
組
合
運
動
に
つ
い
て
記
述

式
の
意
見
は
、
１
、
７
７
４

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
各
種

の
厳
し
い
意
見
や
建
設
的
な

提
案
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
運
動
に
具
体
的
に
役

立
て
て
い
く
。

�１
生
活
に
余
裕
な
し

「
生
活
の
変
化
」（
Ｑ
１
）

に
つ
い
て
は
、「
�
非
常
に
苦

し
く
な
っ
た
」
が
昨
年
の

２６
・
８
％
か
ら
２３
・
２
％
と

な
り
３
・
６
％
減
少

し

た

が
、「
�
苦
し
く
な
っ
た
」
の

４８
・
０
％
と
合
わ
せ
る
と
生

活
苦
を
訴
え
る
組
合
員
は

７１
・
２
％
に
達
し
、
一
昨
年

の
調
査
で
初
め
て
７
割
台
に

達
し
て
以
降
（
０７
年
�
７０
・

６
％
、
０８
年
�
７２
・
６
％
）、

今
な
お
組
合
員
の
生
活
悪
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

１
９
９
６
年
の
調
査
で
は

�
�
「
苦
し
く
な
っ
た
」
層

は
合
わ
せ
て
３９
・
４
％
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
時
と

比
べ
る
と
実
に
３１
・
８
％（
組

合
員
の
３
分
の
１
）が
プ
ラ

ス
さ
れ
、
さ
ら
に
生
活
悪
化

を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
。「
変
わ
ら
な

い
」２４
・
１
％
の
中
に
は
、「
昨

年
同
様
に
生
活
が
苦
し
い
こ

と
に
は
変
わ
り
が
な
い
」
と

い
う
層
を
含
ん
で
い
る
こ
と

を
想
定
す
れ
ば
、
組
合
員
の

「
窮
乏
化
」現
象
は
著
し
い
。

「
家
計
」
の
状
況
（
Ｑ
２
�

２
）
で
は
、「
�
毎
月
赤
字
」

が
３０
・
８
％
、「
�
時

々

赤

字
」
が
２８
・
２
％
で
、
双
方

を
合
わ
せ
る
と
５９
％
。
赤
字

家
計
の
比
率
は
昨
年
よ
り
さ

ら
に
増
え
て
、
約
６
割
に
達

し
た
。

「
生
活
で
改
善
・
充
実
さ

せ
た
い
も
の
」は
、こ
う
し
た

状
況
を
反
映
し
た
変
化
が
明

瞭
。１
９
８
５
年
、２
０
０
２

年
と
今
回
を
比
較
す
る
と
、

健
康
と
休
養
、趣
味
・
レ
ジ
ャ

ー
・
ス
ポ
ー
ツ
は
２
０
０
２

年
ま
で
は
増
え
る
が
、今
回

は
逆
に
低
下
。反
対
に
食
・

衣
の
生
活
基
礎
部
分
が
２
０

０
２
年
ま
で
低
下
し
て
逆
に

増
加
。食
・
衣
が
足
り
て
余
暇

や
休
養
を
求
め
て
い
た
時
代

か
ら
、
今
は
生
活
自
体
に
余

裕
を
失
っ
て
い
る
反
映
。

�２
年
休
と
れ
な
い
・
タ
ダ
働
き

グ
ラ
フ
（
Ｑ
４
�
２
）
は

１
９
９
７
年
か
ら
の
変
化
を

追
っ
て
い
る
。
年
休
が
「
９

日
以
下
」
し
か
取
れ
て
い
な

い
組
合
員
が
ジ
リ
ジ
リ
微
増

を
続
け
、
今
回
は
３
年
ぶ
り

に
過
半
数
を
超
え
た
。
反
対

に
「
１６
～
２０
日
」「
２１
日

以

上
」
は
昨
年
よ
り
下
が
っ
て

い
る
。「
９
日
以
下
」
し
か
取

れ
て
い
な
い
層
が
多
い
の

は
、
年
代
別
で
は
２０
歳
代

（
６６
・
６
％
）、１０
歳
代（
８２
・

４
％
）な
ど
若
年
層
。
職
種

別
で
は
特
に
医
療
系（
看
護

職
８１
・
３
％
、技
術

職
６４
・

８
％
）、ま
た
行
性
別
で
は
、

社
会
保
険
職
場
が
も
っ
と
も

高
く（
７６
％
）、年
金
問
題
を

め
ぐ
る
業
務
の
混
乱
と
多
忙

化
の
中
で
、
文
字
通
り
休
め

ず
に
働
い
て
い
る
深
刻
な
状

況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

１
年
間
の
超
勤
（
Ｑ
５
）

は
、「
１
～
５９
時
間
」（「
全

く

し
な
い
」
含
む
）
ま
で
が
最

も
多
く
（
５５
・
１
％
）、次
い

で
「
６０
～
１
１
９
時
間
」
の

（
２０
・
０
％
）
。「
１
２
０
～

１
７
９
時
間
」（
９
・
３
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
布

傾
向
は
こ
こ
数
年
同
様
だ

が
、
グ
ラ
フ
で
分
か
る
よ
う

に
超
勤
時
間
そ
の
も
の
は
若

干
だ
が
低
下
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
サ

ー
ビ
ス
残
業
（
タ
ダ
働
き
）

の
実
態
（
Ｑ
６
）
は
む
し
ろ

悪
化
傾
向
。「
サ
ー
ビ
ス
残
業

あ
り
」
は
７１
・
６
％
（
昨
年

よ
り
＋
３
％
）
で
、
長
時
間

が
拡
大
、
特
に
１
５
０
時
間

以
上
は
昨
年
の
１
・
４
％
か

ら
５
・
６
％
に
急
増
し
て
お

り
、
職
場
段
階
で
の
点
検
・

対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

�３
組
織
化
に
積
極
的

格
差
・
貧
困
の
拡
大
の
中

で
自
治
体
に
お
い
て
も
、
非

正
規
労
働
者
の
拡
大
、�
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
�
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

自
治
労
は
２
０
０
８
年
６

月
、
全
自
治
体
を
対
象
に
し

た
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

実
態
調
査
を
実
施
。
そ
の
結

果
、
自
治
体
で
働
く
臨
時
・

非
常
勤
等
は
５０
万
人
超
と
推

定
さ
れ
、
賃
金
は
時
給
で
は

半
数
が
９
０
０
円
以
下
、
月

給
で
は
５
・
５
割
が
１６
万
円

以
下
で
、
多
く
が
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
労
働
者
。
す

で
に
自
治
体
全
職
員
の
３
割

前
後
が
、
雇
用
の
不
安
定
な

安
い
労
働
者
に
置
き
換
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

道
本
部
も
、
雇
用
形
態
・

経
営
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
全

て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

労
働
者
の
組
織
化
。
賃
金
労

働
条
件
の
改
善
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
る
運
動
を

基
本
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
現
実
の
取
り

組
み
は
簡
単
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
非
正
規

労
働
者
の
処
遇
問
題
（
Ｑ

７
）、公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

民
間
労
働
者
を
拡
大
し
て
い

る
民
営
化
・
民
間
委
託
問
題

（
Ｑ
８
）、そ
の
民
間
労
働
者

の
待
遇
改
善
と
組
織
化
（
Ｑ

９
）
を
一
連
の
課
題
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
の
意

見
を
聞
い
て
み
た
。

非
正
規
待
遇
改
善
が
増
加

非
正
規
労
働
者
（
Ｑ
７
）

に
つ
い
て
は
、�
待
遇
改
善
を

は
か
る
べ
き
�
が
「
正
規
職

員
化
」
と
「
均
等
待
遇
」
を

合
わ
せ
て
７３
・
９
％
、
ほ
ぼ

４
分
の
３
近
く
を
占
め
た
。

４
年
前
に
比
べ
る
と
。「
現
行

の
ま
ま
で
い
い
」
が
１１
・
２

％
減
り
、
そ
の
分
が
「
正
規

職
員
化
」
と
「
均
等
待
遇
」

と
に
半
分
ず
つ
移
行
し
た
か

た
ち
だ
。

各
属
性
別
（
Ｑ
７
�
２
）

に
見
て
み
る
と
、
年
齢
別
で

は
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど

「
正
職
化
」
＋
「
均

等

待

遇
」
の
改
善
す
べ
き
と
い
う

声
が
多
い
。
性
別
で
は
、
改

善
を
求
め
る
声
が
も
っ
と
も

多
い
の
は
既
婚
女
性
、
逆
に

も
っ
と
も
少
な
い
の
は
未
婚

男
性
。
男
性
は「
現
行
の
ま

ま
で
よ
い
」も
女
性
に
比
べ

て
高
い
。
行
政
別
で
は
、改

善
の
意
見
は
、公
共
民
間
の

多
さ
（
９６
・
３
％
）が
め
だ

ち
、町

村
（
８３
・
６
％
）、そ

の
他（
８２
・
９
％
）も
多
い
。

任
用
別
で
は
、「
正
職
化
」は

再
任
用
が
多
く
、当
事
者
の

非
正
規
職
員
は「
正
職
化
」も

多
い
が「
均
等
待
遇
」
が
７

割
以
上
と
極
め
て
高
く
な
っ

て
い
る
。
職
種
別
に
見
る

と
、�
改
善
�が
多
い
の
は
、福

祉
系
技
術
職
、そ
し
て
研
究

職
、技
能
・
労
務
職
な
ど
。逆

に
多
数
を
占
め
る
一
般
職
は

「
現
行
の
ま
ま
」が
多
い
。

あ
る
程
度
仕
方
な
い

「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
民
営

化
」（
Ｑ
８
）
に
つ
い
て
は
、

４
年
前
に
比
べ
「
反
対
」「
積

極
推
進
」
と
も
に
、
そ
し
て

「
わ
か
ら
な
い
」も
減
っ
て

お
り
、そ
の
分
は「
あ
る
程
度

仕
方
な
い
」が
増
え
た
。以
前

よ
り
も
民
営
化
の
動
き
が
強

ま
り
、
職
場
段
階
で
も
実
際

の
取
り
組
み
に
な
り
、
現
実

の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
。
民
営
化
そ
の
も

の
に
反
対
も
な
か
な
か
難
し

い
が
、
積
極
推
進
す
る
ほ
ど

単
純
に
い
い
こ
と
で
も
な
い

と
い
う
、現
実
の
闘
い
・
取
り

組
み
を
反
映
し
た
率
直
な
組

合
員
の
意
識
と
い
え
る
か
。

民
間
の
待
遇
改
善
積
極
的

「
民
間
労
働
者
の
待
遇
改

善
・
組
織
化
」（
Ｑ
９
）
は
、

初
め
て
聞
い
て
み
た
。
結
果

は
、「
積
極
的
」３
割
、「
あ
る

程
度
」４
割
、「
否
定
的
」１
割

強
、「
わ
か
ら
な
い
」１５
％
と

な
っ
た
。

「
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
」
と
「
あ
る
程
度
は
取
り

組
む
べ
き
」
を
合
わ
せ
た
、

取
り
組
み
に
肯
定
的
な
意
見

は
、
７
割
を
超
え
た
。「
取
り

組
む
べ
き
で
な
い
」
と
い
う

否
定
的
な
意
見
は
１２
・
５

％
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
１４
・

６
％
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果

を
ど
う
見
る
か
は
、
全
体
的

な
議
論
・
検
討
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
実
践
的
に
は
�
意

識
�
と
�
現
実
�
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
た

議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

�生活実感・家計状況…生活悪化が続き、ゆとりない家計のやりく

り状態がさらに拡大。

・「生活が苦しくなった」は、３年連続で７割台（７１．２％）。家計

収支は「赤字」が６割（５９％）と昨年よりさらに増加。生活で

改善・充実させたいものは、趣味や休養が減り、食・衣が増

加、余裕のなさの反映。（Ｑ１、Ｑ２－２）

�職場環境・労働実態…超勤時間は微減傾向も、年休取得は減り、

一部、長時間のタダ働きが急増。

・年休取得は緩やかだが明確に減少傾向。超勤は全体的には微減

だが、長時間のタダ働きが増加傾向、特に１５０時間以上が急増

している。（Ｑ４－２、Ｑ５、Ｑ６）

�非正規問題、民営化、民間の組織化…４年前より意識化はされて

いるが、組織的議論が必要。

・非正規職員の処遇改善の声は、４年前より１１％増加（正職化２３

％、均等待遇５１％、現行のまま１１％）。民営化は「反対」（２２％）

も「積極推進」（１０％）も減り、「ある程度仕方ない」が増加（６２

％）。公共民間労働者の待遇改善と組織化は「積極的」３２％、「あ

る程度」４１％、「否定的」１２％。（Ｑ７、Ｑ７－２、Ｑ８、Ｑ９）

�０９春闘の要求額と重点課題…要求額は微増にとどまるが、求める

課題は軒並み大幅にアップ。

・要求額の中央値は１１，０７５円（昨年比＋７０円）。重点課題は全体的

にアップ。「賃上げ」「時短・人員」「社会保障」「独自削減」などが

高い。昨年比では、特に「時短・人員」「社会保障」「非正規問

題」などが大幅にアップ。

全 体 的 な 特 徴

�４
要
求
額
は
１
万
１
、０
７
５
円

要
求
額
の
中
央
値
は
、
昨

年
と
比
べ
る
と
７０
円
ア
ッ
プ

で
１
万
１
、
０
７
５
円
と
い

う
数
値
と
な
っ
た
。

行
政
別
で
は
、
昨
年
と
同

様
、
全
道
庁
が
１
万
１
、
９

３
９
円
と
他
と
比
較
し
て
も

や
や
高
い
要
求
額
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
公
共
民
間
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
（
昨
年
８
、
３

４
４
円
↓
今
回
１
万
１
、
４

２
７
円
）
し
た
こ
と
も
特

徴
。
回
答
数
が
多
く
な
い
中

で
の
数
値
で
は
あ
る
が
、
逆

に
組
合
員
の
率
直
で
切
実
な

声
と
い
え
よ
う
。

春
闘
の
重
点
課
題
は
、
全

体
的
に
昨
年
よ
り
ア
ッ
プ
し

た
。特
に「
賃
上
げ
」「
時
短
・

人
員
確
保
」「
社
会
保
障
」
な

ど
が
高
く
、「
非
正
規
の
改

善
」
も
大
幅
に
増
加
し
た
。

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、「
賃

上
げ
要
求
の
闘
い
」
に
対
す

る
要
求
は
さ
ら
に
高
く
な

り
、
奪
わ
れ
た
も
の
を
取
り

返
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
組

合
員
の
中
に
拡
が
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た

課
題
は
、「
時
短
・
人
員
確

保
」
な
ど
職
場
の
人
減
ら
し

と
労
働
強
化
。「
社
会
保
障
」

は
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
制
度

の
問
題
点
と
現
在
の
生
活
、

将
来
の
不
安
が
、「
非
正
規
の

改
善
」
は
文
字
通
り
公
務
職

場
に
も
押
し
寄
せ
て
い
る
。

格
差
問
題
と
劣
悪
な
雇
用
・

労
働
条
件
な
ど
の
自
覚
が
、

そ
れ
ぞ
れ
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

【
お
知
ら
せ
】

現
在
、
道
本
部
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト
欄
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
提
案
に

つ
い
て
、
学
習
会
で
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
１
月
中

に
道
本
部
の
考
え
方
を
ま
と

め
、
そ
の
後
機
関
紙
や
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
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1月31日�土 10：00～17：00

2月1日�日 9：00～12：00

留留
萌萌
市市
のの
合合
理理
化化
提提
案案
はは
ねね
返返
せせ
！！

相
次
ぐ
独
自
削
減

全
道
の
自
治
体
で
、
給
与
等
の
独
自
削
減
の
提
案
が

相
次
ぎ
、
留
萌
市
に
お
い
て
も
合
理
化
提
案
が
行
わ
れ

た
。
道
本
部
は
、
各
地
方
本
部
と
連
携
し
単
組
事
情
を

踏
ま
え
な
が
ら
対
応
を
進
め
て
い
る
。

留
萌
市
は
、
市
立
病
院
の

不
良
債
務
が
３５
億
円
に
及

び
、
自
治
体
財
政
健
全
化
法

に
よ
っ
て
「
財
政
再
生
団
体

転
落
」
の
危
機
に
あ
る
。
こ

れ
ま
で
、
そ
の
回
避
に
向
け

た
議
論
を
継
続
し
て
き
た
。

昨
年
度
に
お
い
て
は
、
新

た
な
経
営
健
全
化
計
画
の
策

定
な
ど
、
市
当
局
に
お
け
る

十
分
な
説
明
責
任
が
果
た
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
継
続

協
議
と
な
り
、
０９
年
度
に
向

け
て
１０
月
に
労
使
交
渉
が
再

開
さ
れ
た
。

提
案
内
容
は
�
給
料
２０
％

削
減
（
平
成
２１
年
度
か
ら
７

年
間
）
�
給
与
構
造
改
革
に

伴
う
現
給
保
障
の
廃
止
と
住

居
手
当
の
国
公
準
拠
（
持

家
）
�
旅
費
（
日
当
）
の
見

直
し
な
ど
、
そ
の
他
、
民
間

委
託
・
指
定
管
理
者
導
入
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
。

現
地
で
は
、
年
末
・
年
始

も
な
く
職
場
対
策
に
追
わ
れ

る
中
、
特
に
病
院
職
場
で
の

組
合
員
の
動
揺
が
激
し
く
な

っ
た
。
ま
た
、
管
内
の
拠
点

病
院
と
し
て
の
役
割
を
継
続

で
き
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際

の
攻
防
が
続
い
て
い
た
。

留
萌
市
労
連
へ
激
励
行
動

春
闘
討
論
集
会
開
会
中
、

厳
し
い
市
の
財
政
事
情
を
背

景
に
し
た
合
理
化
提
案
を
受

け
た
留
萌
市
労
連
へ
の
激
励

行
動
を
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ

は
、
各
地
方
本
部
が
集
会
参

加
者
に
呼
び
か
け
、
檄
布
に

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し

て
も
ら
い
、
留
萌
地
方
本
部

の
高
野
副
委
員
長
か
ら
留
萌

市
労
連
に
届
け
ら
れ
た
。

道
本
部
青
年
部
・
女
性
部

で
も
、
各
単
組
、
総
支
部
か

ら
留
萌
市
労
連
に
む
け
て
、

激
励
文
を
送
る
取
り
組
み
も

実
施
し
た
。

１
月
９
日
�
大
綱
妥
結

留
萌
市
労
連
は
、
１
月
１３

日
１
時
間
ス
ト
を
配
置
し
て

い
た
が
、
１
月
９
日
の
最
終

交
渉
で
「
若
年
層
対
策
・
現

給
保
障
廃
止
に
よ
る
大
幅
削

減
と
な
る
職
員
の
対
策
を
必

ず
確
保
す
る
」
と
の
回
答
に

加
え
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
対
策

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
具
体

的
に
予
算
措
置
を
す
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
大

綱
妥
結
し
た
。
今
後
具
体
的

な
対
応
策
に
つ
い
て
労
使
協

議
す
る
こ
と
を
確
約
さ
せ
た

こ
と
の
報
告
と
、「
檄
布
」
が

大
き
な
力
に
な
っ
た
と
お
礼

状
が
届
い
た
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

団
結
で
難
局
乗
り
越
え
る

【
釧
根
地
本
発
・
釧
路
町

職
】
我
が
釧
路
町
職
は
、
０９

年
度
で
自
治
労
加
盟
２０
周
年

を
迎
え
、
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
最
大
の
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
自
治
体
財
政
健

全
化
法
に
よ
る
連
結
実
績
赤

字
比
率
が
、
水
道
会
計
と
国

保
会
計
の
累
積
赤
字
に
よ
っ

て
、
早
期
健
全
化
基
準
を
上

回
る
可
能
性
が
あ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
新
事
業
の
抑

制
、
人
件
費
削
減
も
免
れ
な

い
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
る
か

ら
で
す
。

単
組
で
は
、「
本
当
に
こ
の

ま
ま
の
財
政
状
況
で
良
い
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
暮

れ
、
４
回
の
分
会
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
し
た
。
組
合
員

の
考
え
を
聞
き
取
っ
た
結

果
、「
生
活
の
支
障
と
な
ら
な

い
程
度
の
早
期
人
件
費
削
減

を
組
合
側
か
ら
逆
提
案
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
や
、「
当
局

側
が
や
る
べ
き
こ
と
を
行
な

っ
た
上
で
、
ど
う
し
て
も
人

件
費
し
か
な
い
と
な
っ
た
と

き
に
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
べ

き
」
と
に
分
か
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
は
、
本
当
の
意
味
で
の

団
結
が
必
要
で
す
。
引
き
続

き
組
合
員
と
の
対
話
を
重

ね
、
共
通
認
識
と
総
意
に
基

づ
き
、
慎
重
に
財
政
再
建
に

む
け
た
結
論
を
出
し
て
行
く

こ
と
と
し
て
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
動
き
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
勇

気
と
英
断
に
よ
り
乗
り
越

え
、
釧
路
東
部
消
防
職
員
協

議
会
が
１
月
１６
日
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
連
帯
を

図
り
、
諸
問
題
の
解
決
に
む

け
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
釧
路
町

職
・
書
記
長

堀
切

享
）

各地本の檄布の他、岩見沢市職労、砂川市職労、深川市職労
の檄布１３枚が渡された。檄布を持つ空知地本大友副委員長�左
と、留萌地本高野副委員長�右＝１月９日、自治労会館

「「
日日
のの
丸丸
・・
君君
がが
代代
」」のの
強強
制制
許許
ささ
なな
いい

１
月
１６
日
、
連
合
北
海
道

や
、
民
主
教
育
を
す
す
め
る

道
民
連
合
な
ど
が
主
催
し
、

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
強

制
を
許
さ
な
い
全
道
集
会

が
、
札
幌
市
内
で
開
か
れ
３

０
０
人
が
参
加
し
た
。

集
会
で
は
、「『
日
の
丸
・

君
が
代
』
強
制
と
過
去
の
克

服
」
を
テ
ー
マ
に
予
防
訴
訟

弁
護
団
の
尾
山
宏
さ
ん
が

「
強
制
は
、
教
育
を
ゆ
が
め

る
。
過
去
の
克
服
は
『
君
が

代
』
の
強
制
を
止
め
る
こ
と

に
直
結
す
る
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
北
九
州
が
っ
こ
う

ユ
ニ
オ
ン
・

う
い
の
竹
森

真

紀

さ

ん

が
、「
４
点
指

導
」
に
も
と

づ
く
職
務
命

令
と
懲
戒
処

分
を
不
服
と

し
た
２０
数
年

に
及
ぶ
「
こ

こ
ろ
裁
判
」

の
闘
い
を
報

告
し
た
。
一

審
で
の
原
告
勝
訴
部
分
を
取

り
消
し
た
福
岡
高
裁
控
訴
審

で
不
当
な
逆
転
判
決
が
下
さ

れ
た
無
念
を
語
り
「
国
家
に

依
存
す
る
こ
と
は
、
君
が
代

に
依
存
す
る
こ
と
。
司
法
も

国
家
」
だ
と
強
調
し
た
。

１２月８日に行われた意見交換会

春闘討論集会の会場で、参加者に呼びかけ留萌市労連への
激励メッセージを記入してもらった１月１６日に結成された釧路東部消防協議会

第
１
７
１
通
常
国
会
は
、
第
２
次
補

正
予
算
案
の
審
議
に
続
き
、
来
年
度
の

予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
衆
議
院

が
今
年
の
９
月
に
任
期
満
了
に
な
る
た

め
、
総
選
挙
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と

で
す
。
小
泉
首
相
以
来
４
代
の
政
権
に

よ
っ
て
格
差
社
会
は
拡
大
し
、
そ
れ
で

も
一
時
は
景
気
が
回
復
し
た
か
に
思
わ

れ
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
発
の
１
０
０

年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
金
融
不
安
の

中
で
、
自
公
政
権
は
適
切
な
対
応
を
取

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
公
務
員
は

改
革
と
い
う
名
の
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら

さ
れ
、
言
わ
れ
の
な
い
批
判
を
受
け
て

き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
今
こ
そ
立
ち

上
が
り
、「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
の
民

主
党
政
権
を
樹
立
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
格
差
を
縮
小
し
、
誰
も
が
豊
か
に
生

活
で
き
る
社
会
を
築
く
た
め
、
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

第２８回女性交流集会

■講演「働く女性と介護」

講師 マダムケロコさん

（ラジオパーソナリティ）

■報告「自治労青年女性オキナワ平和の旅

に参加して」

２００９年度女性政治集会

■講演「身近な問題から政治を考える」

講師 峰崎直樹参議院議員

■講演「継続は力⇒しなやかに、したたか

に、のびやかに～女性の参画で社

会を変えよう」

講師 植本眞砂子自治労本部副委員長

誰
も
が
豊
か
に
生
活
で
き
る
社
会
に

３００人が参加し、「日の丸・君が代」強制の問題点を
学習した＝１月１６日、北海道教育会館

▼
「
社
長
よ
り

現
場
を
よ
く
知
る

ア
ル
バ
イ
ト
」
…

某
生
保
会
社
で
人

気
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
川
柳
の
一
作
品

だ
▼
経
済
３
団
体

の
年
頭
記
者
会
見

で
経
団
連
の
御
手
洗
会
長

は
、
他
２
者
と
は
異
見
、
派

遣
法
見
直
し
に
よ
る
規
制
強

化
に
「
一
定
の
理
解
」
を
示

し
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

導
入
に
も
前
向
き
姿
勢
…
と

報
じ
ら
れ
た
▼
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
が
、
キ
ヤ
ノ
ン
の

「
偽
装
請
負
」
を
指
弾
さ
れ

た
時
、
同
氏
は
「
派
遣
法
の

規
制
が
偽
装
請
負
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
。
制
度
が
悪
い
」

と
居
直
っ
た
も
の
だ
▼
麻
生

総
理
が
同
氏
ら
に
賃
上
げ
・

雇
用
安
定
・
内
定
取
消
回
避

を
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的

に
）
要
請
し
た
の
は
昨
年
１２

月
１
日
。
３
日
後
、
大
分
キ

ヤ
ノ
ン
は
千
二
百
人
の
非
正

規
社
員
の
ク
ビ
を
切
り
、
文

字
ど
お
り
路
頭
に
迷
わ
せ
た

▼
こ
れ
が
今
の
経
営
者
達
の

「
経
営
感
覚
」
で
あ
り
、
労

働
者
が
モ
ノ
の
ご
と
く
扱
わ

れ
る
現
代
版
「
蟹
工
船
」
の

姿
だ
▼
先
の
春
闘
討
論
集
会

で
非
正
規
・
公
共
民
間
の
仲

間
と
の
連
帯
の
重
要
性
を
改

め
て
痛
感
。
こ
ん
な
経
営
者

た
ち
に
思
い
知
ら
せ
る
春
闘

＆
総
選
挙
に
…
と
意
を
新
た

に
し
た
。

（
Ｍ
き
む
ら
）

北海道自治労会館会場
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